
いわて水産アカデミーの概要 
 

１ 設置目的 本県漁業の中核を担う人材の育成 

２ 研修期間 １年間 

３ 運営団体 県内の漁業関係団体、市町村単位の新規漁業就業者育成協議会及び

県で構成する「いわて水産アカデミー運営協議会」 

４ 受講対象 研修中から岩手県内に居住し、研修終了後も引き続き、岩手県内で

漁業就業する意思のある方 

岩手県内で漁業就業している方のうち、漁業の知識や技術を習得し、

漁業経営の安定・拡大を図る意思のある方 

５ 定員 10名程度 

６ 研修内容  

 

 

 

 

 

 

 

集合研修：180時間 実践研修：1,080時間 合計：1,260時間 

７ 特色 漁業就業に必要な基礎知識や技術、漁業経営に必要な高度な知識（Ｉ

ＣＴ、６次産業化、水産加工等）を習得 

漁業就業に必要な資格の取得（二級小型船舶操縦士、第二級海上特

殊無線技士） 

［ 研修風景 ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロープワーク 定置網漁業実習 

 

 

集合研修Ⅰ（４月、５月） 集合研修Ⅱ（７月、９月、11月、翌年１月、２月）

・基礎的な知識及び技術の習得
　 （関係法令、ロープワーク、等）
・修了生との交流

・高度な知識及び技術の習得
    （ＩＣＴ、６次産業化、漁業経営、網縫い、等）
・現場実習
    （定置網漁業、養殖業、さけ・ますふ化場、等）
・免許・資格の取得
    （二級小型船舶操縦士、第二級海上特殊無線技士、等）

実践研修（４月～翌年３月）

・漁業現場における指導漁業者によるＯＪＴ型研修
・住民や地元漁業者との交流

周年型の研修カリキュラム



８ いわて水産アカデミー運営協議会 

(1)運営スキーム図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)会員一覧 

区分 団体名 

県漁業団体 岩手県漁業協同組合連合会 

東日本信用漁業協同組合連合会岩手支店 

岩手県漁業共済組合 

全国漁業信用基金協会岩手支所 

日本漁船保険組合岩手県支所 

県団体 公益財団法人岩手県漁業担い手育成基金 

市町村単位の 

新規漁業就業者 

育成協議会 

陸前高田市漁業就業者育成協議会 

大船渡市漁業就業者確保育成協議会 

釜石市漁業担い手育成プロジェクトチーム 

大槌町漁業就業者育成協議会 

山田町漁業就業者育成協議会 

宮古市漁業就業者育成協議会 

岩泉町漁業就業者育成協議会 

田野畑村漁業就業者育成協議会 

普代村漁業就業者支援協議会 

野田村漁業担い手育成協議会 

久慈市漁業就業者育成協議会 

洋野町漁業担い手対策協議会 

― 岩手県 

 

協力 協力要請 

いわて水産アカデミー運営協議会  

代表者 
出席 協議会（総会） 

県漁業団体（県漁連、信漁連、漁業共済、漁信基、漁船保険） 
(公財)岩手県漁業担い手育成基金 

 

会員（19 団体） 

協力機関 

岩手大学釜石キャンパス（事務局現地業務受託者） 
北里大学海洋生命科学部付属三陸臨海教育研究センター 

事務局 

新規漁業就業者育成協議会（沿岸地区12 市町村） 
検討内容 

を報告 
県 

実務担当者 
出席 

作業部会 
（随時開催） (公財)岩手県漁業担い手育成基金 


